日本ウマ科学会　2013年度　第１回常任理事会議事録　
日時：2012年11月7日（水曜日）15：00～17：00
会場：競走馬総合研究所　小会議室
出席者：菅野会長、徳力副会長兼国際担当理事、安斉副会長、
上野庶務担当理事、半澤会計担当理事、
石田学術担当理事、青木広報担当理事、
田谷編集担当理事（欠席）
瀧島監事、三浦監事、蘆原事務局長
議　題：
1． 監事監査報告
2． 2013年度の理事会・評議員会・定時総会について
3． 2013年度学術集会について
4． その他
議　事：
　　菅野会長を議長として議事に入る。
議題１．監事監査報告
三浦監事より監査報告が行われ、特別な指摘事項はなく、書類は正確に整理され、事業が適切に運営されていると報告された。
議題2．2013年度の理事会・評議員会・定時総会について
2012年事業報告および収支決算、2013年事業計画および収支予算、役員名簿、名誉会員、功労賞、学会賞および学会会則等の改正と委員会の設置について、資料に基づき事務局より説明が行われた。記載内容の訂正と追加すべき部分が一部で指摘されたものの、概ね資料は原案どおりに承認された。
議題3．2013年度学術集会について
2013年度の学術集会について、石田常任理事よりプログラムの概要とシンポジウムの内容について説明された。また事務局よりワーキンググループの予定について説明され了解が得られた。
議題4．その他

会員の叙勲および逝去に関する取扱いについて話し合われた。名誉会員の叙勲および逝去については、然るべき場所で紹介する必要があり、今年度については、叙勲について学術集会合同懇親会の席上で紹介されることが確認された。
アジア馬臨床獣医師学会（WEVAのアジア版）の立ち上げが話題になり、本会の取り組み方について意見が交わされた。明確な結論は出なかったが、ワーキンググループを介してどのように係わっていくのかを引き続き検討することとなった。
安斉副会長より表彰制度の見直しおよび収支の改善について提案があった。表彰については、編集および学術担当と事務局で、また収支の改善については、会計および広報担当と事務局で方向性と対策を検討することとなった。
